
２０１９年度 ＥＤＵＣＡＴＩＯＮＡＬ－ＬＥＡＧＵＥ 要項 

 

１．名 称  ＥＤＵＣＡＴＩＯＮＡＬ－ＬＥＡＧＵＥ （略称Ｅ－ＬＥＡＧＵＥ） 

２．所属チーム アンリミテッズ（中野区）桃五バスケットボールクラブ（杉並区） 

ＮＯＫＥ（西東京市）田無ＨＯＯＰ（西東京市）北フープ・ステアズ（北区） 

立野ミニバスケットボールクラブ（練馬区）ＭＵＳＡＳＨＩ（練馬区） 

アローズ（西東京市）小山ＭＢＣ（東久留米市）ＢＬＡＺＥ（日野市） 

東大和ビクターズ（東大和市）松原Ｍｉｎｔｓ（世田谷区） 

ジュニアーズクラブ（武蔵村山市）浜っち（杉並区） 

３．目 的 ⑴ リーグが一体となってクリーンバスケット、クリーン・ザ・ゲームに努める。 

⑵ バスケットボールの持つエンターテイメント性を大切にして、選手が持てる力

を最大限発揮できるゲーム環境を提供し、選手、指導者、審判及び保護者が将来に

於いてバスケットボールを楽しんでいけるように導いていく。 

⑶ チーム間の交流を大切にし、講習等のイベントやバスケットボールの情報交換

を積極的に実施する。 

⑷ Ｅ－ＬＥＡＧＵＥを通して指導者の指導力、審判の技術、選手の人間性が成長

することを目指していく。そのために１年を通したリーグ戦で交流する。 

⑸ 中学以降のバスケット環境につなげていく。そのために一般ルールを積極的に

採用する。 

⑹ Ｅ－ＬＥＡＧＵＥの指導者と選手は、敬意と感謝を忘れてはならない。 

以下の挨拶を順守する。 

① 体育館に入った時に挨拶をする。 

体育館の提供や準備をする保護者、練習をみるコーチ、試合のための審判員、

試合をしてくれる相手チーム、応援に来てくれる保護者等、多くの助けがあり

練習や試合が成立している。 

その全員に感謝の気持ちをもって、体育館に挨拶する。 

② 体育館を退出した時にも挨拶をする。 

選手のために多くの方々が環境を作り、今日もバスケットボールができた。 

そのことに敬意と感謝の気持ちをもって体育館に挨拶をする。 

③ 指導者及びゲームキャプテンは、試合前に審判及び相手のコーチに挨拶をす

る。 

４．参加費 ２０１９年度１チ－ム ３，０００円（男女で６，０００円） 

５．チ－ム構成 コーチ１名、アシスタントコーチ２名以内、マネージャー１名以内、選手５名以上

とする。 



６．競技規則 競技規則は、日本バスケットボール協会バスケットボール規則に準じる。 

競技規則を準用しない規則及びミニバスケットボールと誤りやすい規則は以下の

通りとする。 

⑴ 競技時間は、各クォーター５分または６分、ハーフは１～５分として、会場責

任者に一任する。 

⑵ すべてのクォーターで、ボールがデッドになった時の交代を可能とする。 

⑶ 試合開始時に選手が５人いれば試合成立とする。 

⑷ 試合球は合成皮革５号ボ－ルとするが、両チームの許可があれば６号、７号も可

能とする。 

⑸ リングの高さは２６０㎝とするが、両チームの許可があれば３０５㎝も可能と

する。 

⑹ クォーター間のＴＯに対する選手登録は行わない。試合登録する際に第１クォ

ーターのメンバーのみコーチが記載しておく。 

⑺ ２４秒、１４秒ルールを採用するが、器具がなく対応できない会場は２４秒の

み採用する。 

⑻ バックコートバイオレーションを採用する。 

⑼ スリーポイントは、ラインが引いてある会場では採用する。 

⑽ タイムアウトは、前半２回、後半３回で４５秒とする。ただし第４クォーター

は２回までとする。 

⑾ 第４クォーター残り２分の得点時は、時計を止めず継続として競技する。 

⑿ リーグ戦は引き分けあり。トーナメントはオーバータイムを採用する。 

⒀ 同順位になった場合は、Ｂリーグの規則に合わせて順位を決定する。 

７．審 判 ⑴ 原則として帯同審判で行い、可能であれば３パーソンを実施する（ミスジャッ

ジを防止）。 

⑵ クリーンバスケット、クリーン・ザ・ゲームに努め、コーチの暴言等に対して

はテクニカルファウルの適用を徹底する。 

⑶ プレゲームカンファレンスだけでなく、可能な限りポストゲームカンファレン

スを実施する。 

８．会場と日程 ⑴ ＵＮＤＥＲ１２のＦＩＮＡＬと西東京市内チームのＵＮＤＥＲ１１の予選は、

西東京スポーツセンターを会場とする。 

⑵ その他の日程は、各チームの公式戦（都区市大会、多摩リーグ）を考慮した上

で調整する。 

連携を大切にして、１週間前であってもお互いが開催可能であれば、リーグ戦を

実施する。 

練習試合と同時開催で公式戦を実施してもよいものとする。 

⑶ 日程調整が困難な場合に限り、他の公式戦（区市内大会、都大会での同カー

ド）をＥ－ＬＥＡＧＵＥ公式戦と代替えしてもよいものするが、あらかじめコミッ

ショナーに許可を得る。 



９． 

ＵＮＤＥＲ１２ 

日  程：２０１９年４月～２０２０年１月（各チーム１８試合～２３試合） 

全１３チームで、年間チャンピオンチームを決定する。主にリーグ戦形式を採用

し、選手の試合機会を確保する。またセカンドステージでは、レベル感を合わせた

リーグ戦にして、育成にも重点を置く。 

⑴ ファーストステージ （１３試合） 

日  程：２０１９年４月～８月  

実施方法：全１４チームの総当たりを行い、ファーストステージにおける１位か

ら１４位を決定する。各チームで日程調整して実施する。 

⑵ セカンドステージ  （６試合） 

日  程：２０１９年８月～１１月 

実施方法：ファーストステージの結果をもとに、上位７チーム、下位７チームに

分けて、それぞれリーグ戦を実施し、総合順位（１位から１４位）を

決定する。 

１位、２位は、最終日のＦＩＮＡＬ決定。 

３位から１０位は、サードステージへ。 

１１位、１２位、１３位、１４位はセカンドステージで敗退とする。 

⑶ サードステージ（３試合） 

⑵の３～１０位の８チームでＦＩＮＡＬに出場する２チーム（ワイルドカード）

を決める。 

日  程：２０１９年１１月～２０２０年１月１９日（日） 

実施方法：奇数順位と偶数順位にわけ２つのリーグ戦を実施し、各リーグ１位が

ＦＩＮＡＬに進む。 

⑷ プレーオフ ＦＩＮＡＬ （２試合） 

日  程：２０２０年１月２５日（土）１５時００分～２０時００分 

     準決勝１    １５：００～ 

     準決勝２    １６：００～ 

     エキシビジョン １７：００～（西東京市で調整する） 

     ３位決定戦   １８：００～ 

     決勝      １９：００～ 

     閉会式     ２０：００～       

会  場：西東京市スポーツセンター（スポセン） 

実施方法：トーナメント方式、３位決定あり。 

３決前にエキシビジョン５分４クォーター１試合を実施。 

     エキシビジョンチームは、ＦＩＮＡＬのＴＯを担当する。 

ベスト４に入っていない西東京市チームから選び、無理な場合は事務

局で調整する。 

準決勝は、⑵１位ＶＳ⑶偶数１位、⑵２位ＶＳ⑶奇数１位とする。 



１０． 

ＵＮＤＥＲ１１ 

日  程 ：２０１９年１１月～２０２０年２月（各チーム２～４試合） 

５年生を中心としたチームによる公式戦を実施することで育成を図るとともに、

次年度のスムーズなスタートにつなげていく。 

⑴ 実施方法 

１４チームを４つのグループに分けて、それぞれのグループ１位の４チームで、

決勝を行う。ただし、年度末はスケジュール調整が難しい時期なので、決勝の実

施に関しては、２０１９年中に決定する。 

４つのグループに分ける際に、同市同区は別のグループに分ける。 

西東京市が入ったグループは、西東京市スポーツセンターを予選会場とする。 

４つのグループは、①田無と２チーム②アローズと２チーム③ノークと２チーム 

④その他の５チームで分ける。 

⑵ 予 選 （２～３試合） 

日 程：西東京市チームが含まれる３リーグ 

２０２０年１月２５日（土）９～１４時  

残りの１グループ 

２０１９年１１月～２０２０年１月 で日程調整する。 

試合時間：スポセン会場は、７分２クォーターを行う。他会場は任意とする。 

※９試合×３０分で１４：４５までに終わらせる（試合２２分、アップ５分、入

替３分計算）。 

⑵ ＦＩＮＡＬ（２試合）※調整がつけば実施する。 

日  程：２０２０年２月～３月 決勝の４チームで調整する。 

実施方法：各ブロック１位４チームでトーナメント方式により実施する。試合時

間は任意とする。 

１１． 

ＵＮＤＥＲ１０ 

年２回（１学期・２学期それぞれ１日で３会場に振り分けて行う） 

日  程：春の陣①谷戸会場４月２８日（日） ②桃五会場４月３０日（火）  

③美鳩会場５月４日（土）   

秋の陣①谷戸会場（未定） ②住吉会場（未定） ③未定 

⑴ ４年生以下に試合を体験させ、モチベーションアップにつなげる。 

優勝は決めない。 

⑶ 審判は、できるだけ経験者をあてる。試合の進行管理が難しく、初心者では試合

進行が遅れ、予定通りできないため。 

⑷ 試合時間は、７分２クォーターもしくは、８分２クォーターを会場ごとに決定す

る。 

⑷ 男女別に実施するが、試合が成立しない場合は男女混合を可能とする。 

 


